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グラスウールに付属している防湿フィルムを筋かいに当たるところまではがし、グラスウールを筋かいの裏側に通すように充塡する。
筋かいに重なるところのグラスウールを欠いて、グラスウールの表面と筋かいが同面になるようにする。
はがした防湿フィルムを被せ直し、間柱の見付け面にタッカーで留め付ける。
防湿フィルムの耳は、上下に30mm以上出して床合板、胴差し、桁に留め付けること。→「外壁」の施工手順③参照
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! 補足説明2-
筋かいで耐力壁をつくる場合


